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(57)【要約】
【課題】搭乗者や搭乗物に応じた検索を行うナビゲーシ
ョン装置を得る。
【解決手段】車両の搭乗者からの入力を処理する入力部
２と、車両の現在位置を特定する自車位置特定部１と、
目的地までの経路を探索する経路探索部５と、記憶部９
と、検索部７と、表示部３とを備える。記憶部９は、車
両を利用する対象のデータをリストにした利用対象リス
ト１０、及び、利用対象リスト１０を基に入力部２から
の入力に応じて作成された車両に搭乗する対象のデータ
のリストである搭乗リスト１１を記憶する。検索部７は
、搭乗リスト１１のデータ及び入力部２で入力された検
索要求に基づいて情報が記録されているデータベース６
、６ａから情報を検索する。表示部３は、検索部７にて
検索された結果を表示するものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の搭乗者の操作を入力する入力部と、
　前記車両の現在位置を特定する自車位置特定部と、
　目的地までの経路を探索する経路探索部と、
　前記車両を利用する対象のデータをリストにした利用対象リスト、及び、前記利用対象
リストを基に前記入力部からの入力に応じて作成された前記車両に搭乗する対象のデータ
のリストである搭乗リストを記憶する記憶部と、
　前記搭乗リストのデータ及び前記入力部で入力された検索要求に基づいて情報が記録さ
れているデータベースから情報を検索する検索部と、
　この検索部にて検索された結果を表示する表示部とを備えたナビゲーション装置。
【請求項２】
　前記検索部は、前記自車位置特定部からの現在位置周辺又は前記経路探索部からの経路
周辺又は目的地周辺の情報を探索する請求項１記載のナビゲーション装置。
【請求項３】
　前記検索部は、前記搭乗リストに障害者が搭乗している時、前記搭乗リストの前記障害
者の障害のデータに応じて施設の情報を検索する請求項１記載のナビゲーション装置。
【請求項４】
　前記検索部は、前記データベースからの検索結果に年齢制限のある情報を検索し、前記
搭乗リストの生年月日のデータから求めた年齢が前記年齢制限に該当したとき、前記年齢
制限のある情報を検索結果又は表示対象から除外する請求項１記載のナビゲーション装置
。
【請求項５】
　前記検索部は、前記搭乗リストにペットが搭乗している時、ペット同伴で利用可能な施
設の情報を検索する請求項１記載のナビゲーション装置。
【請求項６】
　前記検索部は、前記搭乗リストが複数の対象のデータを有するとき、前記複数の対象に
合わせて検索する請求項１記載のナビゲーション装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、移動体に搭載され、情報検索を行うナビゲーション装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のユーザーナビゲーションシステムと方法においては、年齢、性別、結婚状況、職
業、都市、教育、宗教、子供等のユーザのプロファイルのデータを使用してデータベース
にアクセスする。このプロファイルは、データベースとユーザの間のフィルターとして作
用し、データベースから検索した情報は、ユーザがプロファイルに入力した態様に基づい
てユーザに提供される。これによりユーザは所望する情報が得られる（例えば、特許文献
１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００３－５１７６４号公報（第８頁、第１０頁、第１３頁、第２Ａ
図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のユーザーナビゲーションシステムと方法においては、ユーザのプロファイルのデ
ータはフィルターとして使用するという大まかな方法のため、未成年者や年齢依存の施設
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や情報を検索するの場合は、プロファイル入力時の年齢のデータを用いて検索するため、
誕生日以降において正確な検索が困難であったり、障害者が搭乗している時は、その障害
の状態に応じて検索することが難しかったり、ペット等の動物などが搭乗している時は、
例えばペット同伴可能な施設のようにその動物に応じた検索することができず、搭乗者や
搭乗物に応じた検索が困難であるという問題があった。また、車両に複数の人や物が搭乗
するとき、これらの搭乗者や搭乗物に合わせて検索は行っていないため、複数の搭乗者や
搭乗物に応じた検索が困難という問題があった。
【０００５】
　この発明は、上述のような問題点を解決するためになされたもので、搭乗者や搭乗物に
応じた検索を行うナビゲーション装置を得るものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係るナビゲーション装置は、車両の搭乗者の操作を入力する入力部と、車両
の現在位置を特定する自車位置特定部と、目的地までの経路を探索する経路探索部と、記
憶部と、検索部と、表示部とを備える。記憶部は、車両を利用する対象のデータをリスト
にした利用対象リスト、及び、利用対象リストを基に入力部からの入力に応じて作成され
た車両に搭乗する対象のデータのリストである搭乗リストを記憶する。検索部は、搭乗リ
ストのデータ及び入力部で入力された検索要求に基づいて情報が記録されているデータベ
ースから情報を検索する。表示部は、検索部にて検索された結果を表示するものである。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、利用対象リストを基に入力部からの入力に応じて作成された車両に
搭乗する対象のデータのリストである搭乗リスト基づいて検索を行うので、容易に搭乗者
や搭乗物に応じた検索を行う事ができ、搭乗者の利便性に優れたナビゲーション装置が得
られる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】この発明の実施の形態１～３のナビゲーション装置を示すブロック図である。
【図２】この発明の実施の形態１～３のナビゲーション装置で使用する利用対象リストの
例である。
【図３】この発明の実施の形態１のナビゲーション装置で使用する搭乗リストの例である
。
【図４】この発明の実施の形態１～３の動作を示すフローチャートである。
【図５】この発明の実施の形態２のナビゲーション装置で使用する搭乗リストの例である
。
【図６】この発明の実施の形態３のナビゲーション装置で使用する搭乗リストの例である
。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１におけるナビゲーション装置を示すブロック図である
。自車位置特定部１は、衛星から送信された位置情報を受信するＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　
Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）からの位置情報と、車速センサからの車速情報
とジャイロセンサからの方位情報等を基にし、マップマッチングを行い自車の現在位置を
特定する。入力部２は、液晶ディスプレイ等からなる表示部３の上に形成されているタッ
チパネルや、リモコン等で構成され、車両の搭乗者からの操作や情報の入力を処理する。
表示部３は、　　　　例えば液晶ディスプレイ等から構成され、視覚的に搭乗者へ情報提
示を行う。
【００１０】
　制御部４と経路探索部５と検索部７は、例えばマイクロコンピュータとメモリから構成
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され、アプリケーションプログラムによって動作する。制御部４は、この装置の全体を制
御すると共に、各種のデータ処理も行う。
【００１１】
　経路探索部５は、地図や施設情報が格納されたデータベース６、６ａを用いて入力部２
で入力された目的地までの車両の経路を探索する。検索部７は、入力部２で入力された搭
乗者の検索要求に基づいて、データベース６、６ａから各種の情報を検索する。なお、こ
のデータベースは、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）やＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａ
ｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）、大容量メモリ等から構成され、本ナビゲーション
装置内に内蔵されていたり、外部のネットワークに接続されていたりしても良い。インタ
ーネット等の外部のネットワークに接続された外部データベース６ａには、携帯電話や無
線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等の通信装置８を介して接続される
。
【００１２】
　本発明は、上述の構成に加え、ＨＤＤや不揮発性メモリ等から構成される記憶部９を有
する。この記憶部９には、車両を利用する対象として、人やペット等の情報を登録して記
録しておく利用対象リスト１０、並びに、入力部２からの入力及び利用対象リスト１０か
ら実際に車両に搭乗している対象を抽出し一時的に作成した搭乗リスト１１が記憶されて
いる。
【００１３】
　利用対象リスト１０の例を図２に示す。車両の利用者はその車両に乗る可能性のある人
やペット等の搭乗者と搭乗物を予め登録しておく。このとき各搭乗者の属性として、障害
者及びその状態を表す付加情報を選択できるようにしておく。例えば、「車椅子使用の有
無」、「杖使用の有無」等である。図２の利用対象リスト１０ａでは祖父が「車椅子使用
」、祖母が「杖使用」であり、それ以外の搭乗者については障害が無いことを意味してい
る。また、搭乗者のリストとは別にペット等の搭乗物の有無も記録できるようにしておく
。なお、搭乗物の付加情報として、「犬」、「猫」等が選択できるようにしておいても良
い。図２の例では、ペットの犬がこの車両に搭乗する場合があることを意味している。
【００１４】
　搭乗リスト１１の例を図３に示す。車両の利用者はこの車両に搭乗し、ナビゲーション
装置を使用する場合、利用対象リスト１０の中から実際にこの車両に搭乗する人や物を入
力部２から入力し、一時的な搭乗リスト１１を作成する。例えば、表示部３に表示された
利用対象リスト１０をタッチパネルで選択することにより容易に搭乗リスト１１を作成で
きる。なお、搭乗者や搭乗物の中に利用対象リスト１０に無い人や物が搭乗する時は、入
力部２を用いて随時新規登録ができるようにすると良い。その際、システム動作中だけの
一時的な登録と恒久的な登録とで分けるようにできると、より利用しやすくなる。例えば
、一時的な搭乗ならば搭乗リスト１１に登録し、今後も搭乗する可能性がある場合は、恒
久的な登録として利用対象リスト１０へ登録すると共に搭乗リスト１１へも登録すると良
い。図３は、図２の利用対象リスト１０ａを用いて作成した４種類の搭乗リスト１１ａ～
１１ｄの例である。
【００１５】
　このように構成されたナビゲーション装置の動作について、図３の搭乗リスト１１ａ～
１１ｄと図４のフローチャートに従って説明する。まず、図３（ａ）の搭乗リスト１１ａ
は、夫と妻の２人のみでドライブを行う場合である。この場合は、障害者でもペット同伴
でも未成年者でもない。そのため、図４のステップＳ１００において、搭乗リスト１１ａ
に障害者が含まれていないため、ステップＳ１２０へ進む。ステップＳ１２０では、搭乗
リスト１１ａにペットが含まれていないため、ステップＳ１４０へ進む。ステップＳ１４
０では、搭乗リスト１１ａに未成年者が含まれていないため、ステップＳ１６０へ進む。
このように、図３（ａ）の搭乗リスト１１ａの場合は、特別な処理は行わず、通常の検索
を行って、この検索結果を表示し（ステップＳ１６０）、検索を終了する。
【００１６】
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　次に、図３（ｂ）の搭乗リスト１１ｂは、図３（ａ）の搭乗リスト１１ａに加え、祖父
と祖母が搭乗する場合の例である。この場合、祖父が「車椅子使用」、祖母が「杖使用」
となっている。この場合、図４のステップＳ１００において障害者が含まれているため、
ステップＳ１１０に進み、障害者のデータに応じて障害者が利用可能な施設を検索する。
もしくは、障害者が利用可能な施設を優先表示するようにマーキングを行う。その後、ス
テップＳ１２０、ステップＳ１４０と進み、ステップＳ１６０では、ステップＳ１１０に
て検索された施設を優先的に搭乗者に情報提示する。
【００１７】
　このとき提示する内容は、単にその施設が車椅子等で利用可能かどうかだけでなく、例
えばもし障害車用の専用駐車場があれば、その位置の地図やテキスト情報を表示部３に表
示したり、図示しないスピーカとアンプ等から構成される音声出力部から、音声ガイダン
スなどにより、その位置情報や駐車スペースの個数などの情報を搭乗者に提示したりする
。
【００１８】
　また、障害者の状態に応じて検索をするとより良い。例えば、祖母は杖使用なので、エ
スカレータやエレベータを有する施設が良い。祖父は車椅子使用でありエスカレータの使
用は難しいため、スロープなどバリアフリーに対応した施設や、エレベータを有する施設
、車椅子使用者を介助する人等がいる車椅子利用可能な施設を検索すると良い。これら２
人が搭乗する時は、障害の大きい方に合わせて検索を行うと良い。
【００１９】
　次に、図３（ｃ）の搭乗リスト１１ｃは、図３（ａ）の搭乗リスト１１ａに加え、ペッ
トが搭乗する場合の例である。この例ではペットが一緒であるため、先程の車椅子利用の
場合と同様に「ペットと同伴で利用可能な施設」を優先的に搭乗者に提示するように処理
する。
【００２０】
　具体的には、図４のステップＳ１００において障害者が含まれていないため、ステップ
Ｓ１２０に進む。ここではペットが搭乗するため、ステップＳ１３０に進み、ペット同伴
で利用可能な施設を検索する。もしくは、ペット同伴で利用可能な施設を優先表示するよ
うにマーキングを行う。その後、ステップＳ１４０、Ｓ１６０と進む。このステップＳ１
６０では、ステップＳ１３０にて検索された施設を優先的に搭乗者に情報提示する。
【００２１】
　次に、図３（ｄ）の搭乗リスト１１ｃは、子供Ａが１人でドライブする場合の例である
。この場合は、障害者でもペット同伴でも無いので、図４のステップＳ１００、ステップ
Ｓ１２０、ステップＳ１４０と進む。まず、子供Ａの生年月日の情報から年齢を算出し、
その際、子供Ａが未成年だった場合、ステップＳ１５０に進む。ここでは、入力部２から
の入力情報に従って検索を行う際、検索部７は、未成年に有害と思われるような施設（風
俗店やパチンコ店など）や情報を検索対象から自動的に除外する。また、通常の地図表示
においてもこれらの有害な情報が表示されないように、自動的に表示内容を制限する。尚
、年齢制限のある施設や情報が検索され、搭乗リスト１１から求めた年齢がこの年齢制限
に該当したとき、この年齢制限のある情報も同様に検索結果又は表示対象から自動的に除
外する。その後、ステップＳ１６０で検索された情報を搭乗者に提示する。
【００２２】
　なお、ここでは、検索の際に年齢を算出しているが、搭乗リストを作成する際に年齢を
算出し、この搭乗リストに加えても良い。
【００２３】
　なお、このとき検索する施設や情報は、自車位置特定部１からの現在位置情報に基づき
、現在位置周辺、又は、経路探索部５により目的地までの経路が引かれている時は、経路
周辺や目的地周辺のものを検索しても良い。この時、近い順に検索したり、施設数が所定
数を超えないようにしたり、所定距離以内や所定移動時間以内のものを検索したりしても
よい。なお、施設数、距離、時間は、ユーザが適宜変更できるようにしても良い。
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【００２４】
　このように構成されたナビゲーション装置においては、車両を利用する利用者が車両に
搭乗する場合に入力部２からの入力と利用対象リスト１０とを基に一時的に作成した搭乗
リスト１１に基づいて検索を行うので、容易に搭乗者や搭乗物に応じた検索を行う事がで
き、搭乗者の利便性に優れたナビゲーション装置が得られる。また、搭乗リスト１１のデ
ータを基にした年齢から検索をしたり、障害者の状態に応じて検索したり、ペット等の動
物などが搭乗している時は、例えばペット同伴可能な施設のようにその動物に応じた検索
をしたりするので、搭乗者や搭乗物に応じた検索となり、搭乗者の利便性に優れたナビゲ
ーション装置が得られる。
【００２５】
実施の形態２．
　実施の形態１では、未成年者や障害者、ペット等に応じて検索を行うナビゲーション装
置について述べたが、本実施の形態２では、複数の人や物が混在して搭乗する時にこれら
複数の搭乗者や搭乗物に合わせて検索を行うナビゲーション装置について述べる。
【００２６】
　装置構成は図１のブロック図と同じであり、その車両に乗る可能性のある人や物を示し
た利用対象リスト１０も図２と同じである。処理の流れも図４のフローチャートに従って
説明する。
【００２７】
　図５の搭乗リスト１１ｅは、子供とペットとが同乗した場合の例であり、図２の利用対
象リスト１０ａの中からから選択して作成したものである。この場合、図４のステップＳ
１００において障害者が含まれていないため、ステップＳ１２０に進む。ここで、ペット
が搭乗するため、ステップＳ１３０に進み、ペット同伴で利用可能な施設を検索する。も
しくは、ペット同伴で利用可能な施設を優先表示するようにマーキングを行う。その後、
ステップＳ１４０と進む。次に、子供Ａの生年月日の情報から年齢を算出し、その際、子
供Ａ、子供Ｂが成年だった場合、ステップＳ１６０に進み、ここでは、ステップＳ１３０
にて検索された施設を優先的に搭乗者に情報提示する。
【００２８】
　一方、ステップＳ１４０にて、子供Ａや子供Ｂが未成年であった場合、ステップＳ１５
０に進む。ここでは、ステップＳ１３０で検索されたペットと同伴で利用可能な施設の中
に未成年者に有害と思われるような施設や情報があった場合、これらを除外する。そして
、ステップＳ１６０では、検索された施設や情報を優先的に搭乗者に提示する。
【００２９】
　図５の搭乗リスト１１ｅのように子供とペットとが同乗した場合以外でも、障害者と未
成年者が搭乗した場合は、図４のフローチャートに従って、ステップＳ１１０で障害者用
の施設を検索し、その後、ステップＳ１５０で未成年者に有害と思われる施設を除外して
表示する。
【００３０】
　なお、図４は、「障害者」、「ペット同伴」、「搭乗者に未成年者が含まれる」などの
条件により、施設検索の結果にフィルタリングもしくは表示順の入れ替えなどの処理を行
い、表示内容を変動させることを示したものである。これらの処理は互いに独立している
ため、「障害者」に関連したステップＳ１００、Ｓ１１０の処理、「ペット同伴」に関連
したステップＳ１２０、Ｓ１３０の処理、「搭乗者に未成年が含まれる」に関連したステ
ップＳ１４０、Ｓ１５０の処理は必ずしも組み合わせて処理する必要はない。ただし、「
搭乗者に未成年が含まれる」場合の処理のように対象からある範囲を除外するのであれば
、その除外する条件がいくつであっても対象から除外していくだけであるため、除外する
条件間においては処理の順番を考慮する必要はないが、他の検索条件による検索が終わっ
た後に除外する処理を行うと良い。
【００３１】
　対象から除外するのではなく、表示順を変更するなどして対応する場合は、ソートの順
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番によって結果も変わってくるため、このような場合は車両の利用者により、どの項目に
よるソートを優先させるかを別途入力できるようにしておく。
【００３２】
　例えば同乗者に障害者もいればペットもいる、というような場合に障害者が利用可能な
施設を優先して表示させるのか、あるいはペットと同伴で利用可能な施設を優先して表示
させるのかについて、車両の利用者に優先度を選択させるとよい。ナビゲーション装置は
この車両の利用者から指定された検索ソート順の優先度を記憶しておき、次回検索時はそ
の優先順に従って表示するようにするとよい。
【００３３】
　このように構成されたナビゲーション装置においては、未成年者や障害者、ペット等の
複数の人や物が混在して搭乗する時は、これら複数の対象に合わせて検索を行い、車両の
利用者の優先度に応じて検索結果が表示されるため、より利便性に優れたナビゲーション
装置が得られる。また、車両を利用する利用対象リスト１０から搭乗する複数の人や物を
選択して搭乗リスト１１を作成し、これに基づいて検索を行うので、複数の人や物が混在
して搭乗しても容易に搭乗リストを作成して検索を行う事ができ、搭乗者の利便性に優れ
たナビゲーション装置が得られる。
【００３４】
実施の形態３．
　実施の形態２では、複数の人や物が混在して搭乗する時に搭乗者や搭乗物に合わせて検
索を行うナビゲーション装置について述べたが、本実施の形態３では、複数の人や物が搭
乗する時に搭乗者や搭乗物のプロファイルの組合せを基に検索を行うナビゲーション装置
について述べる。
【００３５】
　装置構成は図１のブロック図と同じであり、その車両に乗る可能性のある人や物を示し
た利用対象リスト１０も図２と同じである。処理の流れも図４のフローチャートに従って
説明する。
【００３６】
　図６（ａ）の搭乗リスト１１ｆは、夫婦と子供とが同乗した場合の例であり、図２の利
用対象リスト１０ａの中からから選択して作成したものである。この場合、図４のステッ
プＳ１００、ステップＳ１２０、ステップＳ１４０と進み、子供Ａの生年月日の情報から
年齢を算出し、その際、子供Ａが未成年だった場合、ステップＳ１５０に進む。ここで、
未成年に有害と思われるような施設や情報を検索対象から自動的に除外する。また、それ
と共に、搭乗者のプロファイルも見る。この場合のプロファイルの組合せによると親子で
ある事がわかるため、ステップＳ１５０での検索の際、親子が共に利用可能な施設であっ
たり、共に楽しめる施設であったりするもの、例えば、遊園地や動物園等を優先的に検索
をする。その後、ステップＳ１６０で検索された施設を搭乗者に情報提示する。
【００３７】
　図６（ｂ）の搭乗リスト１１ｇは、夫婦と子供とペットとが同乗した場合の例である。
この場合も、同様にステップＳ１３０でペット利用可能な施設を検索し、年齢を演算し、
その結果に応じて、未成年に有害と思われるような施設や情報を検索対象から自動的に除
外する。また、それと共に、搭乗者のプロファイルも見る。この場合は、親子とペットが
搭乗している事が分かるため、検索の際、親子とペットで利用可能な施設であったり、共
に楽しめる施設であったりするもの、例えば、公園などを優先的に検索をする。その後、
ステップＳ１６０で検索された施設を搭乗者に情報提示する。
【００３８】
　図６（ａ）（ｂ）の搭乗リスト１１ｆ、１０ｇ以外においても、例えば、付加情報に搭
乗者の関係、例えば、友人、恋人、婚約者等の情報を入力しておき、この情報を基に施設
の検索を行っても良い。これによって共に利用可能な施設であったり、共に楽しめる施設
であったり、共に必要な施設であったりするもの、例えば、それぞれ、映画館等の施設、
デートコースの施設、ブライダル施設等を優先的に検索しても良い。
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【００３９】
　具体的には、複数の人や物の関係をいくつかのパターン（親子、友人、恋人、婚約者等
）に分けて登録しておき、それぞれに適する施設や情報のカテゴリーを決めておき、検索
の際にそのカテゴリーに合ったものを優先的に表示すると良い。
【００４０】
　このように構成されたナビゲーション装置においては、複数の人や物が搭乗する時に搭
乗者や搭乗物のプロファイルの組合せを基に、共に利用可能な施設であったり、共に楽し
める施設であったり、共に必要な施設であったりするものの様に複数の対象に合わせて検
索を行うので、より搭乗者の利便性に富むナビゲーション装置が得られる。
【符号の説明】
【００４１】
　　１　自車位置特定部
　　２　入力部
　　３　表示部
　　４　制御部
　　５　経路探索部
　　６　データベース
　　６ａ　外部データベース
　　７　検索部
　　８　通信装置
　　９　記憶部
　　１０、１０ａ　利用対象リスト
　　１１、１１ａ～１１ｇ　搭乗リスト

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】



(10) JP 2011-158385 A 2011.8.18

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2F129 AA03  BB03  BB20  BB22  BB49  CC16  CC28  EE90  HH02  HH12 
　　　　 　　        HH18  HH19  HH20 
　　　　 　　  5B075 PR08 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

